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様式第３号（第１０条関係） 

会  議  録 

会議の名称 
令和３年度第３回しらおか男女共同参画推進会議・白岡市女性

政策庁内推進会議合同会議 

開 催 日 令和３年９月２９日（水） 

開催時間 午後１時３０分から２時３０分まで 

開催場所 白岡市役所 ４階 特別大会議室 

会長の氏名 
しらおか男女共同参画推進会議 石原 富子 

白岡市女性政策庁内推進会議 市民生活部長 篠塚 淳 

出席者（出席委員）

の氏名・出席者数 

しらおか男女共同参画推進会議委員 

石原 富子、黒須 琢也、小野寺 晴美、石塚 敏雄、江野本 啓子、 

古澤 明美、鈴木 きよ子、髙橋 タマ、上田 三千代、笠井 朋子、 

西村 恵子  以上 １１人 

白岡市女性政策庁内推進会議委員 

市民生活部長 篠塚 淳、地域振興課長 嶋﨑 徹、 

秘書広報課主幹 金子 八絵、総務課主幹 金子 寛之、 

安心安全課主査 腰塚 武朗、商工観光課主査 関根 香枝、 

福祉課主査 木村 真由美、保育課主幹 高澤 利光、 

子育て支援課主査 鈴木 陽子、高齢介護課主査 米田 澄恵、 

健康増進課主査 鬼久保 智子、教育指導課指導主事 石島 隆志 

学び支援課主査 齋藤 三彦（代理）、いきいき教育課主幹 鈴木 周作 

以上 １４人 

欠席者（欠席委員）

の氏名・欠席者数 

しらおか男女共同参画推進会議委員 

山﨑 フミエ  以上 １人 

説明員の職・氏名 
地域振興課  主幹 中野  立士  

地域振興課  人権担当主事  山口  沙也 

事務局職員の職・

氏名 

地域振興課 参事 嶋崎  徹  

地域振興課 主幹 中野  立士  

地域振興課 人権担当主査 松澤  純一  

地域振興課 人権担当主事  山口  沙也 

その他会議出席者

の職・氏名 

なし 

傍聴者 ０人 
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会 議 次 第 

 

１ 開 会 

２ 挨 拶 

３ 議 題 

第５次白岡市男女共同参画プラン（素案）について  

４ そ の 他 

５ 閉 会 

配布資料 

・会議次第 

・しらおか男女共同参画推進会議委員名簿 

・白岡市女性政策庁内推進会議委員名簿 

・第５次白岡市男女共同参画プラン（素案） 

・第５次男女共同参画プラン体系 新旧対照表 

・第５次男女共同参画プラン施策 新旧対照表 

・「第５次男女共同参画プラン（素案）」に対する質問シート 

・令和２年度実績報告に対する事前質問回答シート 

・第４次白岡市男女共同参画プランに掲げる施策推進のため

の取組に係る令和３年度事業計画 
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議   事   の   経   過 

発 言 者 議  題 ・ 発言内容 ・ 決定事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

嶋﨑参事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石原会長 

 

 

事務局（山口主事） 

 

事務局（山口主事） 

 

 

 

 

 

１ 開 会 

地域振興課嶋﨑参事の進行により開会された。 

 

２ 挨 拶 

しらおか男女共同参画推進会議石原会長から挨拶がなさ

れた。 

 市民生活部篠塚部長から挨拶がなされた。 

   

  ありがとうございました。 

  本会議は市の公式な会議でございますことから、会議は原

則公開となります。会議録、会議資料は、事務局が精査し、

公式ホームページにおいて公開します。発言者の表記につき

ましては、実名ではなく、Ａ委員、Ｂ委員という表記で掲載

いたしますので、御了承いただきたいと存じます。 

 

３ 議 題 

それでは、議題に入ります。 

議題の進行について、会議設置要綱第６条第１項の規定よ

り、会長が会議の議長となります。石原会長、議長をお願い

いたします。 

 

議題、第５次白岡市男女共同参画プラン（素案）の内容に

ついて、事務局から説明を求めます。 

 

（説明） 

 

第５次白岡市男女共同参画プラン（素案）第１章～第２章

までの説明が終了しました。 

ここまでの説明について、委員の皆様から質疑はございま

すか。 
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事務局（山口主事） 

 

事務局（山口主事） 

 

事務局（山口主事） 

 

 

 

 

Ａ委員 

 

 

 

事務局（中野主幹） 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ委員 

 

 

 

 

 

事務局（中野主幹） 

 

 

 

 

 

 

 

  質疑がないようですので、次の説明に入ります。 

 

  （説明） 

 

第５次白岡市男女共同参画プラン（素案）第３章～第４章

までの説明が終了しました。 

ここまでの説明について、委員の皆様から質疑はございま

すか。 

 

  ３０ページのワーク・ライフ・バランスの取り組みの部分につい

て伺います。番号１６番のところで一時保育の実施とありますが、

担当課が「全庁」となっているのは、どういう意味ですか。 

 

  御意見ありがとうございます。 

一時保育の実施につきましては、本日のような会議にご出席の

委員さんにお子さんがいらっしゃった場合、例えば母子愛育会のか

たにお願いして一時保育の実施を行うなど、各担当部ごとに会議を

行う際に一時保育を実施し、子育て世帯のかたも審議会委員となり

会議などに参加しやすいよう全庁的に取り組むといった内容に

なっています。 

   

  取り組みは良いと思いますが、具体的にはプランではなく、「こ

のような場合には一時保育をしますよ」と誰にでもわかるようにア

ピールするべきではないかと思います。それはできているのでしょ

うか。例えばホームページなどでアピールをすると参加しやすくな

ると思いますがいかがでしょうか。 

 

  一時保育の実施につきましては、実施している場合には、ホーム

ページ等で周知させていただいているところですが、ここの１６番

の事業内容だけ見ますと一時保育がどういったものなのかわかり

にくい部分もございますので、表現については事務局で検討し、修

正したいと思います。 
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Ｂ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 質問というより、意見を述べたいと思います。 

１点目は１８ページプランの基本理念と書かれています。

「だれもが自分らしく輝けるまち しらおかをめざして」という基

本理念ですが、この文章を一通り読み、私は「なぜコロナ禍の問題

が出てこないのだろう」と思いました。コロナ禍によってとりわけ

女性たちがさまざまな困難を抱えています。そういった中で、今年

度改定される男女共同参画の計画なので、コロナ禍における女性の

困難の問題、支援をしていかなければいけないということについて

言及されても良いのではないかと思いました。 

  ２点目は、１９～２０ページにプランの体系が書かれています

が、ワーク・ライフ・バランスのところで、主要課題１（３）の中

身を見ると、介護の問題となっており、隣のページには、基本目標

Ⅳ誰もが安心して暮らせるまちというものが別に掲げられていま

す。私は「安心して暮らせる環境づくり」ではなくて、むしろ「介

護の問題、障がい者の問題」というかたちで明記したほうがよりわ

かりやすいのではないかと思いました。 

次に、基本目標Ⅳには、先ほどの困難を抱えた女性に対する支

援という項目を、もうひとつ主要課題３というかたちで掲げられな

いだろうかと考えました。例えば相談や情報提供など、施策はある

と思います。今、困難を抱えた女性への支援は大変大きな問題と

なっているので、ここ掲げられると良いなと思いました。 

  ３点目は、防災の部分です。リーダー養成などが書かれておりま

すが、私は「地域防災会議に女性たちがどのくらい入っているんだ

ろうか」、「今、委員として入りやすい環境づくりをしているか」

というところが、気になりました。 

こちらに書かれている問題は、防災会議に女性たちが入ること

で、提案や解決ができる状況を作れると思います。ですから、私は

こちらの施策に「地域防災会議への女性の参画」という文言を加え

たほうが良いと思いました。 

４点目は、３５ページ、基本目標Ⅳ主要課題２あらゆる暴力の

根絶の部分です。今、性犯罪・性暴力が大きな問題となっています。

この主要課題部分に⑶として、これらを施策として掲げることはで 

きないだろうかと思いました。被害者への支援、困難を抱えた

女性への支援ということになると思うのですが、是非、掲げてほし

いと思います。 
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事務局（中野主幹） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（松澤主査） 

 

 

事務局（山口主事） 

 

事務局（山口主事） 

 

 

 

Ａ委員 

 

 

事務局（中野主幹） 

 

 

 

Ｃ委員 

 

 

事務局（中野主幹） 

 

  御意見ありがとうございます。 

プランの基本理念部分、コロナ禍の状況につきましては、今後

まだ数年こういった状況が続くのではないかと思われますので、表

現のほうは工夫したいと思います。 

コロナ禍で困難を抱える女性に対する支援、性犯罪・性暴力に

対する対応強化や被害者への支援をひとつ施策として起こすとい

う御意見につきましては、ごもっともな御意見でございますので、

最後の防災会議についての御意見と共に、もう一度検討したいと思

います。 

 

他に質疑はございますか。 

質疑がないようですので、次の説明に入ります。 

 

  （説明） 

 

第５次白岡市男女共同参画プラン（素案）全ての説明が

終了しました。 

ここまでの説明で、委員の皆様から質疑はございますか。 

 

  昨今、社会的な流れもあり、ＳＤＧｓの考え方をプランに盛り込

む事が必要だと思うのですが、いかがでしょうか。 

 

  御意見ありがとうございます。 

  ＳＤＧｓの考え方を盛り込む件につきましては、検討させていた

だきます。 

 

最近、ヤングケアラーについて大きな問題になっていると思う

のですが、このような問題をプランに反映できないでしょうか。 

 

御意見ありがとうございます。 

ヤングケアラーに関しましては、素案の中で具体的に名

称や表現は使用しておりませんが、御意見いただきました

ので、そういった表現についても検討させていただきます。 

また、教育部門の施策と合わせる必要もございますので、

そちらも検討させていただいます。 
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Ｂ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（中野主幹） 

 

 

 

 

 

 

Ｄ委員 

 

 

 

 

 

 

事務局（中野主幹） 

 

 

 

 

 

 

事務局（松澤主査） 

数値目標について、どうしてこの目標が男女共同参画な

のかと思うものがいくつかありました。例えば、健康診断

を受けていない人の割合など、これが男女別の割合ならば

わかるのですが、全体の数値となると男女共同参画と結び

つけることが難しいと思いました。こういった部分で、ジェ

ンダー統計は重要なものと考えます。こちらは各計画から

抜粋している数字なので変更はできないものだと思います

が、気になりましたのでお話させていただきました。 

 

御意見ありがとうございます。 

数値目標につきましては、委員さんのお話の中にもあり

ましたとおり、各課の施策や計画が絡んでいる部分につき

ましては、変更が非常に難しい部分でございます。今後、

委員の皆様にご相談をしながら検討していきたいと思いま

す。 

 

以前もお話させていただいたことがあるのですが、この

コロナ禍がなかなか終息しない中、オンラインを利用して

の情報発信が浸透すればいいのではないかと考えていま

す。市全体でオンラインを使った情報発信というかたちが

少しでも前向きに考えられているのかというところを、お

伺いしたいです。 

 

御意見ありがとうございます。 

  オンラインでの対応についてでございますが、現在、整備

を進めているところでございます。実際に職員が受ける研修や会議

は既にズームなどの機能を使ったオンラインを利用しております

ので、例えば今後、市民と市役所をオンラインで結ぶことなどを前

向きに考え、進めていければというところです。 

 

他に質疑はございますか。 

質疑がないようですので、本日いただいた御意見等を踏まえま

して、もう一度事務局で内容を精査させていただき、反映できるも

のは反映をして、また皆様にお示しできればと思います。 

事務局からの説明は以上になります。 
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石原会長 

 

 

 

 

嶋﨑参事 

 

 

 

事務局（山口主事） 

 

 

事務局（山口主事） 

 

嶋﨑参事 

 

 

 

 

嶋﨑参事 

 

小野寺副会長 

 

嶋﨑参事 

ありがとうございました。 

全体として、質疑はございますか。 

質疑がないようですので、本日の議題がすべて終了しました。

議長の任を下り、事務局にお返しします。 

 

石原会長さんにおかれましては、議事の進行、大変ありが

とうございました。 

 

４ その他 

  続きまして次第の４、その他でございますが、事務局か

らお知らせがございます。 

 

（事務連絡） 

 

以上をもちまして、令和３年度第３回しらおか男女共同

参画推進会議・白岡市女性政策庁内推進会議合同会議を終

了させていただきます。 

 

５ 閉会 

閉会の言葉を、小野寺副会長にお願いいたします。 

 

（閉会の言葉） 

 

大変お疲れ様でした。 

 

 


